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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第117期

第３四半期
連結累計期間

第118期
第３四半期
連結累計期間

第117期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （百万円） 540,215 567,547 709,956

経常利益 （百万円） 23,903 30,308 26,557

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（百万円） 13,529 21,129 13,320

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 17,759 47,692 40,097

純資産額 （百万円） 557,349 595,220 577,346

総資産額 （百万円） 854,610 926,827 862,750

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 78.61 125.15 77.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.0 58.8 60.6

 

回次
第117期

第３四半期
連結会計期間

第118期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 19.54 53.46

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．１株当たり情報の算定上の基礎となる「期中平均株式数」は、役員報酬ＢＩＰ信託及び従業員持株会信託型

ＥＳＯＰが保有する連結財務諸表提出会社株式を控除しております。なお、役員報酬ＢＩＰ信託は2022年８

月より開始しております。従業員持株会信託型ＥＳＯＰは2023年２月より開始しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

主要な関係会社の異動については、次のとおりであります。

（１）シール事業

　　主要な関係会社の異動はありません。

（２）電子部品事業

　　主要な関係会社の異動はありません。

（３）その他事業

　　当第３四半期連結会計期間より、株式会社エストーの全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国を取り巻く経済環境は、新型コロナウイルス感染に関する行動規制

が緩和され、経済活動の正常化が進みました。しかしながら、米国・中国等の景気動向や原材料・エネルギー価

格動向に加え、中東での地政学リスク等、先行きの不透明感が強まっています。

 

　自動車業界は、半導体等の部品供給不足の解消が進み、グローバルで生産台数が増加しました。最大市場であ

る中国では、新エネルギー車の需要が拡大しています。

　電子機器業界は、スマートフォンの需要は第３四半期連結会計期間に入り、やや持ち直しが見られますが、減

少が継続しています。また、ハードディスクドライブについても、市況の落ち込みの継続により需要が減少しま

した。

 

　このような環境の中、当社のセグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

 

　シール事業においては、自動車向けは、生産台数の増加に伴い、国内を中心に販売が増加しました。一般産業

機械向けは、中国での景気鈍化の影響が大きく、販売が減少しました。

　その結果、売上高は2,751億４千１百万円（前年同期比5.3％の増収）となりました。営業利益は、売上高の増

加により、163億６千９百万円（前年同期比8.7％の増益）となりました。

 

　電子部品事業においては、スマートフォン向けの販売が第３四半期連結会計期間に増加したことと、車載バッ

テリー用途を中心に自動車向けの販売が増加したほか、為替影響による押し上げ効果がありました。

　その結果、売上高は2,716億９千１百万円（前年同期比5.9％の増収）となりました。営業利益は、売上高の増

加により、９億３千７百万円（前年同期は11億８千８百万円の営業損失）となりました。

 

　その他事業におきましては、事務機向け製品および特殊潤滑剤の需要の減少により、販売が減少しました。

　その結果、売上高は207億１千３百万円(前年同期比7.4％の減収)となりました。営業利益は、２億９千７百万

円(前年同期比75.3％の減益)となりました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は5,675億４千７百万円（前年同

期比5.1％の増収）、営業利益は175億９千１百万円（前年同期比16.7％の増益）、経常利益は303億８百万円

（前年同期比26.8％の増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は211億２千９百万円（前年同期比56.2％の

増益）となりました。

 

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、9,268億２千７百万円となり、前連結会計年度末対比で640億７千

７百万円の増加となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が増加したことと、保有株式の時価上昇により

投資有価証券が増加したことによるものです。

　負債合計は3,316億７百万円となり、前連結会計年度末対比で462億３百万円の増加となりました。これは主

に、買掛金と短期借入金が増加したことによるものです。

　純資産は前連結会計年度末対比で178億７千４百万円増の5,952億２千万円となり、自己資本比率は58.8％とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことと、為替相

場の変動に伴い為替換算調整勘定が増加したことによるものです。
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（２）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は83億９千６百万円（前年同期比3.5％

の増加）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000,000

計 600,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 173,138,537 173,138,537
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 173,138,537 173,138,537 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

        該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

        該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総数残
高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2023年10月１日～
2023年12月31日

－ 173,138,537 － 23,335 － 20,397

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

   2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

－ －
普通株式 79,900

（相互保有株式）

普通株式 272,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 172,752,000 1,727,520 －

単元未満株式 普通株式 34,637 － －

発行済株式総数  173,138,537 － －

総株主の議決権  － 1,727,520 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式1,754,300株（議決権の数

　　　　　17,543個）及び従業員持株会信託型ＥＳＯＰが保有する当社株式1,474,500株（議決権の数14,745個）が含ま

　　　　　れております。

　　　２．「単元未満株式」の欄には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式42株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

ＮＯＫ株式会社

東京都港区芝大門１

－12－15
79,900 － 79,900 0.05

(相互保有株式)

昭和機器工業株式会社

埼玉県比企郡嵐山町

大字平澤2087
100,000 － 100,000 0.06

(相互保有株式)

東伸運輸株式会社

愛知県安城市尾崎町

堤下11－１
82,000 － 82,000 0.05

(相互保有株式)

東輝産業株式会社

大阪府八尾市跡部北

の町１－３－17
90,000 － 90,000 0.05

計 － 351,900 － 351,900 0.20

（注）役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式1,754,342株及び従業員持株会信託型ＥＳＯＰが保有する当社株式

     1,474,500株は、上記自己保有株式には含まれておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から

2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 104,690 113,032

受取手形及び売掛金 141,172 ※ 165,310

電子記録債権 19,760 ※ 24,092

棚卸資産 119,597 116,848

その他 16,065 10,626

貸倒引当金 △138 △133

流動資産合計 401,146 429,777

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 95,055 95,126

機械装置及び運搬具（純額） 107,778 109,690

その他（純額） 49,804 50,970

有形固定資産合計 252,638 255,788

無形固定資産   

のれん 141 10,669

その他 3,816 4,037

無形固定資産合計 3,958 14,707

投資その他の資産   

投資有価証券 163,316 179,476

退職給付に係る資産 4,574 4,989

その他 37,243 42,432

貸倒引当金 △128 △343

投資その他の資産合計 205,006 226,555

固定資産合計 461,603 497,050

資産合計 862,750 926,827

 

EDINET提出書類

ＮＯＫ株式会社(E02176)

四半期報告書

 8/21



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 52,839 72,863

短期借入金 54,329 72,903

未払法人税等 2,317 3,534

賞与引当金 11,195 8,653

その他 62,638 66,427

流動負債合計 183,319 224,381

固定負債   

長期借入金 17,526 16,411

繰延税金負債 13,075 18,000

退職給付に係る負債 63,046 63,385

役員株式給付引当金 345 474

その他 8,090 8,954

固定負債合計 102,084 107,225

負債合計 285,404 331,607

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,335 23,335

資本剰余金 23,590 26,175

利益剰余金 368,823 374,818

自己株式 △4,741 △12,727

株主資本合計 411,008 411,601

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59,186 68,163

為替換算調整勘定 46,440 59,201

退職給付に係る調整累計額 5,790 5,984

その他の包括利益累計額合計 111,417 133,348

非支配株主持分 54,920 50,269

純資産合計 577,346 595,220

負債純資産合計 862,750 926,827
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 540,215 567,547

売上原価 456,910 479,811

売上総利益 83,304 87,735

販売費及び一般管理費 68,226 70,143

営業利益 15,078 17,591

営業外収益   

受取配当金 2,677 3,035

為替差益 724 2,291

持分法による投資利益 5,151 7,481

その他 3,115 3,881

営業外収益合計 11,669 16,689

営業外費用   

支払利息 1,988 2,462

その他 855 1,509

営業外費用合計 2,844 3,972

経常利益 23,903 30,308

特別利益   

固定資産売却益 1,468 349

投資有価証券売却益 3,830 6,380

その他 － 262

特別利益合計 5,298 6,991

特別損失   

固定資産除却損 1,556 1,197

事業構造改善費用 731 1,567

その他 50 251

特別損失合計 2,338 3,016

税金等調整前四半期純利益 26,863 34,284

法人税等 10,283 10,023

四半期純利益 16,580 24,260

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,051 3,131

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,529 21,129
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 16,580 24,260

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,471 8,909

為替換算調整勘定 6,393 12,035

退職給付に係る調整額 2,122 142

持分法適用会社に対する持分相当額 1,133 2,344

その他の包括利益合計 1,179 23,431

四半期包括利益 17,759 47,692

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,392 43,060

非支配株主に係る四半期包括利益 3,367 4,631
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間より、株式会社エストーの全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

 

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

当第３四半期連結累計期間において、持分法適用の範囲の重要な変更はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、一部の連結子会社は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

受取手形 －百万円 299百万円

電子記録債権 － 1,017

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 34,428百万円 35,729百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 6,057 35.0 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

2022年11月10日

取締役会
普通株式 4,326 25.0 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

（注）2022年11月10日取締役会の決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する配当

金45百万円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 8,652 50.0 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

2023年11月８日

取締役会
普通株式 6,489 37.5 2023年９月30日 2023年12月４日 利益剰余金

（注）１．2023年６月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対

する配当金89百万円、従業員持株会信託型ＥＳＯＰが保有する当社株式に対する配当金85百万円が含まれて

おります。

２．2023年11月８日取締役会の決議による配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する

配当金65百万円、従業員持株会信託型ＥＳＯＰが保有する当社株式に対する配当金55百万円が含まれており

ます。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2023年11月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式4,745,700株の取得を行いました。これ

を含む自己株式の取得及び処分の結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が7,985百万円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が12,727百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 シール事業
電子部品
事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 261,371 256,466 22,377 540,215 － 540,215

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,568 29 425 2,023 △2,023 －

計 262,939 256,495 22,803 542,239 △2,023 540,215

セグメント利益又は損失（△） 15,058 △1,188 1,202 15,072 5 15,078

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額５百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 シール事業
電子部品
事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 275,141 271,691 20,713 567,547 － 567,547

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,057 72 533 1,664 △1,664 －

計 276,199 271,764 21,246 569,211 △1,664 567,547

セグメント利益 16,369 937 297 17,603 △12 17,591

（注）１．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結会計期間において、株式会社エストーの全株式を取得して連結の範囲に含めたことに

伴い、「その他事業」セグメントにおいてのれんの金額が10,669百万円増加しております。
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（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

　当社は、株式会社エストーの全株式を取得し、子会社化することを目的として、2023年７月26日付で株式譲

渡契約を締結し、2023年10月２日付で全株式を取得いたしました。

 

（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社エストー

事業の内容　　　：超精密金型の設計・製作および超精密射出成形品の製造

② 企業結合を行った主な理由

株式会社エストー（以下「エストー」という。）は、精密樹脂製品において、精密金型設計・製造から

射出成形品の生産までの一貫した生産体制を有することで、顧客ニーズに合った製品を作り上げる技術に

強みを持っております。電気自動車（ＥＶ）の領域においては、リチウムイオンバッテリー用の樹脂ガス

ケット製品が、高品質を要求される車載電池市場で高い評価を受け、大手ＥＶメーカーにて採用されてお

ります。当社グループは、ＥＶを含む次世代自動車を重要な成長領域と捉え、シール事業、電子部品事業

の両主力事業において、販売の拡大と製品開発への注力を図っております。エストーを当社グループに迎

え入れ、当社グループが強みを持つゴムを使用したシール製品、車載バッテリー向けフレキシブルプリン

ト基板（ＦＰＣ）といった製品群にエストーの樹脂製品が加わることで、より幅広いニーズに対応したＥ

Ｖ関連製品群の拡充を目指します。また、シール事業、電子部品事業それぞれにおいて、主要製品と樹脂

の組み合わせなどエストーの精密樹脂成形技術を活かした新製品の開発を通じて、さらなる事業基盤の強

化を図ります。

③ 企業結合日

2023年10月２日（みなし取得日　2023年12月31日）

④ 企業結合の法的形式

株式取得

⑤ 結合後企業の名称

株式会社エストー

⑥ 取得した議決権比率

100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

 

（２）四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日である2023年12月31日の貸借対照表のみを連結しているため、被取得企業の業績は含まれて

おりません。

 

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 13,450百万円

取得原価  13,450百万円

 

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　 118百万円

 

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

10,669百万円

② 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものです。

③ 償却方法及び償却期間

17年間にわたる均等償却
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

主要な財又はサービス別及び主たる地域市場別に分解した収益の情報は以下のとおりです。

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

    （単位：百万円）

 

 報告セグメント  

合計シール

事業

電子部品

事業

その他

事業

主要な財又はサービス     

自動車関連 193,614 61,859 1,191 256,665

電子機器関連 － 194,607 － 194,607

その他一般産業機械 67,756 － 21,186 88,942

合計 261,371 256,466 22,377 540,215

主たる地域市場     

日本 156,337 7,516 10,186 174,039

中国 45,430 172,236 6,732 224,399

その他アジア 40,351 52,753 4,550 97,655

その他 19,251 23,960 908 44,120

合計 261,371 256,466 22,377 540,215

（注）セグメント間の内部売上高又は振替高を控除した後の金額を表示しております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

    （単位：百万円）

 

 報告セグメント  

合計シール

事業

電子部品

事業

その他

事業

主要な財又はサービス     

自動車関連 214,744 66,345 1,425 282,515

電子機器関連 － 205,346 － 205,346

その他一般産業機械 60,397 － 19,288 79,685

合計 275,141 271,691 20,713 567,547

主たる地域市場     

日本 166,105 8,164 10,539 184,808

中国 47,329 190,259 5,651 243,241

その他アジア 42,095 49,902 4,261 96,259

その他 19,611 23,366 260 43,237

合計 275,141 271,691 20,713 567,547

（注）セグメント間の内部売上高又は振替高を控除した後の金額を表示しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 78円61銭 125円15銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 13,529 21,129

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
13,529 21,129

普通株式の期中平均株式数（千株） 172,103 168,835

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております（前第３四半期連結累計期間861千株、当第３四半期連結累計

期間1,765千株）。

３．従業員持株会信託型ＥＳＯＰが保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めております（前第３四半期連結累計期間-千株、当第３四半期連

結累計期間1,550千株）。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2023年11月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の

取得を以下のとおり実施しております。

なお、2024年１月18日に取得価額総額の上限に達したことをもって、上記取締役会決議に基づく自己株式の取

得は終了いたしました。

 

（１）自己株式の取得を行う理由

資本効率ならびに企業価値を向上させるため。

 

（２）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

① 取得する株式の種類

当社普通株式

② 取得し得る株式の総数

7,000,000株を上限とする

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 4.04％）

③ 株式の取得価額の総額

10,000,000,000円を上限とする

④ 取得期間

2023年11月９日～2024年３月22日

⑤ 取得方法

a. 自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による市場買付け

b. 取引一任契約に基づく立会取引市場における市場買付け

 

（３）四半期報告書提出日の属する月の前月末現在における自己株式の取得状況

① 上記取締役会決議に基づき2023年11月９日から2023年12月31日までに取得した自己株式

取得した株式の総数　　　　4,745,700株

株式の取得価額の総額　　　8,631,905,700円

② 上記取締役会決議に基づき2024年１月１日から2024年１月18日までに取得した自己株式

取得した株式の総数　　　　689,300株

株式の取得価額の総額　　　1,367,920,300円

③ 上記取締役会決議に基づき取得した自己株式の累計

取得した株式の総数　　　　5,435,000株

株式の取得価額の総額　　　9,999,826,000円

 

２【その他】

2023年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………6,489百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………37円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2023年12月４日

（注）　2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月13日

ＮＯＫ株式会社

取締役会　御中

 

監　査　法　人　日　本　橋　事　務　所

　東　京　都　中　央　区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　秀和

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邉　均

 

     

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＯＫ株式会社

の2023年4月1日から2024年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月1日から2023年12月31日ま

で）及び第３四半期連結累計期間（2023年4月1日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＯＫ株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点に

おいて認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

ＮＯＫ株式会社(E02176)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

